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Ⅱ 活力ある水田農業の展開と需要に応える園芸作物等の生産・流通の取組に対する支援

現地研修会の様子

水稲新品種「みずかがみ」栽培拡大の取組 
湖東地域農業農村振興事務所農産普及課

【普及活動のねらい・対象】

 湖東管内では、19農家、約12.2haで水稲新品種「みずか

がみ」の栽培が実施されました。ほとんどの農家が初めて

の栽培ということで、失敗のない栽培をすることにより次

年度の作付け拡大につながるよう、きめ細かな栽培支援を

行いました。 

【普及活動の内容】

 当課の作物担当４人が協力し、各農家１筆の実証ほ

を設けて生育調査を実施し、その結果をもとに｢みずか

がみ通信｣を６回発行しました。「みずかがみ通信」の

受取方法は郵送、ファックス、メールのいずれかを農

家に選択していただきました。農家に対して、気象の

経過、水管理、施肥、病害虫防除、成熟期や収穫予定

日などにタイムリーな情報を伝えることができました。

８月８日に湖東地域農業センターの協力を得て、肥

料試験実施ほ場を中心とした現地研修会を開催し、当

日は23人の参加がありました。この日発行の「みずか

がみ通信」により、生育の概況や各ほ場の生育状況、

成熟期の予想などについて説明しました。現地ほ場を

見ながら、農家同士でも様々な情報交換をされていま

した。       

【普及活動の成果】
みずかがみ通信（第４号）

 平成25年産水稲は１等比率が低迷したなかで、「み

ずかがみ」は１等比率が約90％ととても高い結果とな

りました。また滋賀県産米として初めて食味ランキン

グの特Ａを獲得したこともはずみとなって、湖東地域

では、平成26年度産100haの作付目標に対して、約

120haで作付が予定されています。今後も関係機関と

連携し、担い手農家を対象に「みずかがみ」のＰＲを

行い、作付面積の拡大が環境こだわり水稲の生産拡大

にもつながるよう推進を図っていきます。 

生育調査の様子


